
 

 

 

 

第６学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「みんなで協力し合う」（内容項目：C－16 よりよい学校生活，集団生活の充実） 

 

２ 教材名「協力するってどういうこと？」（出典「小学道徳６はばたこう明日へ」教育出版） 

 

３ 主題設定の理由 

小学校第６学年における「よりよい学校生活、集団生活の充実」の学習では、様々な

集団の中で自分の役割を自覚し、協力し合ってよりよい学校生活をつくろうとする態度

を育むことが重要である。 

児童はこれまでの学級活動やグループ活動を通して、分担や役割を意識しながら行動

する経験を積んできたものの、自分の行動を自覚的に選ぶ学びは十分ではない。そのた

め、協力の意義や方法を互いの価値観の違いと照らして深く考え、他者の立場を尊重す

ることの意味を自分事として理解する機会としたい。 

教材「協力するってどういうこと？」は、登場人物の対立と和解を通して、協力する

ことの多面的な意味を分かりやすく示している点に特質があり、児童に二項対立的な発

問を通した対話の中で自分と他者の考えを往還しながら、協力の意味について考えを深

めていくことができる。 

 

４ 本時のねらい 

 「自分から動くこと」と「相手の考えを尊重すること」の両面から協力の意味を考え

る活動を通して、集団の中での自分の役割や在り方を見つめ直し、みんなで協力し合っ

てよりよい学校生活、集団生活をつくろうとする道徳的実践意欲と態度を養う。 

 

５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自己の（人間としての）生き方についての考えを深める」 

を重点とした道徳科の授業づくり 

①二項対立（「自分から動くこと」と「相手の考えを尊重すること」）の展開を通して、協力の意味の

多面性に気付き、価値の“間”で考え続ける場を保障する。 

②価値の往還と自己課題のプロセスを ICT や構造的な板書を通して可視化することで、児童一人一

人の道徳的価値の広がりや深まりの一助とする。 



６ 本時の展開 
 

学習活動 ○主な発問 ・予想される児童生徒の発言 
・留意点や評価の観点 

◇指導上のポイント 等 

導 

入 

１ 問題意識をもつ 

○「協力する」ときに大切なことって何だろう？ 

・足りない部分を支え合う ・手伝う 

・分担する ・助け合う ・話し合う 

 

・「協力すること」について自由

に発言させ、道徳的価値への

導入を図る。 

展 

開 

２ 教材を通して道徳的価値を捉える 

教材「協力するってどういうこと？」を範読する。 

○キミコとカズヤはどうして意見がぶつかってしまった

のだろう？ 

・キミコが強引な感じだった 

・カズヤも意見を言えばよかった 

３ 道徳的価値を理解する 

○協力の意味について二項対立的に考える。 

「自分から動くこと」と「相手の考えを尊重すること」、

協力する場面ではどちらの方が大事かな？ 

・自分から動かないと進まない 

・相手の気持ちを無視したら協力とは言えない 

・どちらも大切ではあるが… 

 

 

〈問い返し〉 

○自分から動けば早く進むかもしれないけど、相手の気持

ちを無視してしまうことはないかな？ 

○相手を大切にしすぎて、自分の考えを言えなくなったら

どうなるかな？ 

○両方大切だとしても、実際にぶつかったときはどうすれ

ばいい？ 

 

〈展開後段につなげる発問〉 

○このお話での出来事に限った話だろうか？  

４ 自己を見つめる 

・「まずは意見を聞いてから」ということは、つながり

そう。 

・私は分担を決めて進めている。 

 

・登場人物の立場や気持ちを整

理する。 

・一方的な偏りが出ないように

配慮する。 

 

 

・児童が揺れ動く発言を引き出

し、対話が深まるようにする。 

◇多面的・多角的な思考 

・端末における共有型アイデア

ボードの機能を活用する。 

・画面上でのやり取りにとどま

らず、直接的な対話を通して

道徳的価値を深める。 

 

・対立する価値の間で揺れ動く

児童の考えから新たな価値を

見出していく。 

・考え、議論する中で、教材での

話から自分の経験と結び付け

られるようコーディネートを

する。 

 

・自分の行動や考え方に引き寄

せて意識化させる。 

◇自分のこととしての思考 

・導入時の考えとの変容を図

る。 

終 

末 

５ 振り返り 

○この時間で大切だと思ったことや、友達の考えを聞いて

学んだことを書きましょう。 

・児童の本音を引き出すため

に、授業者のみが閲覧できる

コメント機能を活用する。 

◇方法論や結論を出すのではな

く、自己の考えを深め、個別に

合った納得解を見出させる。 

 


